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CAT (COPD Assessment Test)  ＊許可不要 

 



 CATはもともと COPDの自覚症状を評価するツールとして開発されました。 
 近年、患者の状態・治療効果の評価に、患者さんの自覚症状 PRO; Patient Reported 
Outcome, 患者報告アウトカム)を重要視する方向に変化してきており、このような問診の
意義が高まっている。 
間質性肺炎における自覚症状の評価方法はいくつかあるが、やや複雑で時間がかかる欠点

があった。 一方、CATは簡便であり、間質性肺炎にも有用であることがわかってきた。 
 さらに気管支拡張症や非結核性抗酸菌症においても、CAT の有用性が報告されてきてい
る。 
 

【CAT の見かた】   

目標   MCID 
(臨床的に意味がある差) 
 

・COPD   10 点未満 1)  ＋２点 2) 
 
・間質性肺炎   10 点未満？3)  悪化＋５点 改善－３点 4) 
     0-10  症状 軽度 
    10-20    中等度 
    20-30    重度 
    30 以上    非常に重度 
 
・気管支拡張症 5)   10 点未満  悪化＋3点 改善－３点 
 
・非結核性抗酸菌症 6)   明確に定まったものはない 
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